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＜連絡事項＞

・東A13号室の暖房が止まらないため、東Aユニット全体の暖房を止めている。個室の床暖房は使用可能。暖房再開時は庶務へ連絡。

・修繕・破損伝票提出時は、判る範囲で詳細な記載をすること。

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～排便-12日のため田名部Drへ報告。今日は様子観察し、排便なければ明日指示を出すとの事。点滴継続し1日分処方。本日夕から内服でダントリウム（25）1C　1×夕が処方となる。

・畠山　正治様～本日頭部CTの指示あり実施。心理検査を近日中に実施するよう検査指示出ている。本日夕よりデパケンR（200）1T　1×夕で追加となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。妄想発言やスタッフを中傷する発言聞かれているが、大声での要求や易怒性は見られない。日課はスタッフ付き添いにて退室しているが他者への干渉や迷惑行為はみられない。精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・袴田　将志様～身体拘束中。体温37℃台で経過。疎通は図れており、ご家族との面会時にも私物に関する訴え聞かれている。全身のこわばりを訴え、足を突っ張る様子あり。本日より内服にてダントリウム開始となる。食事は2/3～全量摂取出来ておりむせ込みはないが、箸を持つ動作が上手く出来ず介助を要している。早期に処遇改善を図れるよう、看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・聖前　偉三郎様～体温37.4～37.7℃　酸素飽和度95％。痰絡みあり、吸引し黄白色粘稠痰多量。活気無く臥床しているが、家族の面会時には「片付けるために早く帰れ」と訴える。

家族面会時に面談実施。身体状態について説明行い、週明けに今後の抗がん剤治療及び身体治療について労災病院へ家族から問い合わせて頂く。
・池野　功一様～37.2℃　酸素飽和度94％で経過。銃を構えるような仕草あるが、独語や興奮はない。エプリッチはむせ込みなく摂取。

・桑原　幸一郎様～食事はむせ込みなく全量摂取できている。ユニットのドアをガタガタと強く揺すり帰宅要求あるが、興奮はない。立ち上がりある為、見守りを要している。バイタルサインの異常や不調の訴えはない。

・畑中　成夫様～ホールで過ごす事多いが、妄想に関する発言や女性に関する言動はみられていない。作業療法中他患者様を気にする発言や、スタッフへ付きまとう行動見られている。

・船田　泰子様～左上腕・下肢痛訴え、疼痛時継続指示は③まで使用。持参したテレビについては新しい物を娘様・長男様が持参し、購入したものは電気屋に返却。家族より電話制限を掛けたいと希望聞かれているが、自宅への電話も制限される為、電話時にはスタッフが電話先を確認として娘様は了承される。又、本人から買い物や床屋などの希望があっても金銭が絡む内容については必ず家族へ都度確認して欲しいと依頼あり。

・佐々木　たま様～体温37.4～36.9℃で経過。左大腿部熱感あるが疼痛の訴えはない。体動あるが活発さはなく帰宅要求はない。

＜伊藤Ｄｒ診察＞

・小泉　喜作様～感冒症状訴え臨時薬処方となっている。

・聖前　偉三郎様～点滴内容変更となり4日分処方。本日ご家族面会あり病状について面談実施している。本日浣腸の指示受けている。5/8に採血（セット3、PSA、CEA、AFP）胸腹部X-P指示あり。

・藤井　孝蔵様～プレドニゾロン8T→6Tへ減薬。歩行のリハビリを行うよう指示あり。

・山本　眞規子様～精神状態の変化が見られないため、リスペリドン1mg→2mgへ増薬。

・櫻井　幸輔様～インスリン処置は継続。抑肝散が2×朝・夕から1×夕へ変更。

・中堤　光枝様～臨時薬同内容で1週間分処方。

・清川　いし様～ワーファリン内服の必要性が認められないため服用終了。家族へ退院調整を進めるよう指示あり。

・土屋　由貴子様～臨時薬同内容で処方。退院については疾病教育の理解次第と説明している。体重の記載がないため定期的にカルテに記載していく事。

・木村　留吉様～臨時薬同内容で1週間分処方。

＜作業療法からの連絡＞

・畑中　成夫様～話し掛けや他者を気にする発言が多く、作業に手をつけられない様子あり。スタッフに付きまとう行動も見られており、今後の作業継続について担当医と検討。

・聖前　偉三郎様～身体状態悪化の為、中止を担当医と検討していく。

